
 オンライン成人式 with コロナ 

～村民みんなでお祝いする新しい成人式～             大野郡白川村教育委員会 

 

１．はじめに 

 豪雪地帯として知られる白川村では、通常 1 月に開催される成人式を毎年 8 月に開催。村外で生活し

ている新成人も多く、お盆の帰郷に合わせて参加することが出来、晴れ着の代わりに浴衣で参加する光

景も白川村の夏の風物詩として有名になりつつある。しかし、昨年（R2）は新型コロナウィルス感染症

の大流行により緊急事態宣言が発令するなど、様々なイベント等が中止となり、成人式開催についても

5 月末の段階で取り止めが決定。日頃から人とのつながりを大切にする白川村民にとっては、コロナ禍

による自粛生活は、大きな地域力低下につながっているように感じた。そこで、事務局は成人式実行委

員会と共に、コロナ禍での成人式開催を実現させ地域力再向上をめざした。 

 
２．「通常開催不可能」≠「中止」 

6 月初め（緊急事態宣言解除後）第 1 回成人式実行委員会開催。５月末に決定した成人式の方向性を

事務局より伝える中で「通常開催が出来ないだけであり、中止ではない」ことを話した。当時、本村で

は既に白川郷学園がリモートによる授業をいち早く取り入れていたこともあり、実行委員からオンライ

ンによる成人式開催が出来るのではないかといった声が上がった。参集開催とオンライン開催のメリッ

トデメリットを整理するなかで、離れた地からオンラインで参加する新成人に喜んでもらうためには、

やはり多くの村民の力が不可欠であることが分かった。そこで「村民みんなでお祝いする新しい成人式 

“一番幸せな成人式を届ける”」ことをスローガンに掲げ、オンラインによる成人式開催を決断した。 

 
３．村民みんなでお祝いする取り組み 

オンラインによる開催の一番の課題は、画面を見ているだけの参加になることである。通常の式典を

順に進め配信するだけでは、新成人がお祝いをされている実感が得られないことや疲れてしまうことが

心配される。そこで実行委員会では、多くの村民のあたたかい“心”を新成人に届ける企画を考え実践

することにした。 

（１）ドローンによるお祝い動画撮影 
 帰郷することが出来ない新成人に、白川村の懐かしい風景や

多くの村民がお祝いしている姿を見てもらい元気になってもら

えたらと考え、事前のドローン撮影会を実施。初めての試みに

村民の反応が大変不安だったが、4 会場に分かれた早朝からの

撮影会には多くの村民が参加。手には応援旗や自作のお祝いボ

ードなど、なかには全会場で使って欲しいと大きな横断幕を作

成された方もあり、村民の新成人を想うあたたかい“心”が強

く感じられた。また撮影終了後、実行委員に駆け寄り「がんば

れよ」「開催してくれてありがとう」といった応援や感謝の言葉

をかけられる村民の姿があり、実行委員も元気づけられていた。 



（２）新成人へのお祝いプレゼント募集 
 村からの記念品とは別に村民からのお祝いの品を募集。手

紙付きのあたたかいプレゼントや手作りのアクセサリー、お

店のチケットや村の特産品、なかには畑で収穫した野菜も届

いた。予想していた以上の品数に実行委員も驚き、村民みん

なでお祝いする成人式に近づいていることを実感していた。 

 
（３）パブリックビューイング会場でのお祝い 
 成人式当日。村内３ヶ所にパブリックビューイング会場を

設け、新成人のご家族や村民も参加。画面に映し出される新

成人の姿に大きく手旗を振ったり拍手をしたりするなど、あ

たたかくお祝いする姿が見られた。新成人は各自住まいから

参加。母が縫ってくれた浴衣を着て登場する新成人や海外か

ら参加してくれた新成人もいた。近況報告の場面では、通常

の式典とは違いリラックスした雰囲気で話すことが出来、更

にリモートのため、マスクを外した朗らかな表情も見られ、

会場のご家族や村民も大いに喜んでいた。村長や恩師もリモ

ートで参加、学園児童生徒も村民憲章唱和を動画で参加。会

場からは新成人へお祝いの言葉や応援メッセージを届ける

場面もあった。また、村民からのお祝いの品を会場で抽選し

たり、新成人から預かった家族への手紙を会場で渡したりす

るなど、画面を見ているだけではなく、オンラインであって

も繋がりを感じられる様々な工夫が多々あった。最後はドロ

ーン撮影の映像を映し出し、多くの村民が新成人をお祝いし

応援していることを伝えた。 

 
４．コロナをチャンスに地域力再確認 

成人式終了後、多くの新成人から SNS や手紙でお礼のメッセージが届いた。 

「…正直オンラインなんてと思っていましたが、実行委員の皆さんや地域の皆さんの温かさや私たち

を思ってくださるお気持ちがすごく詰まっていて、僕たちの心に強く伝わり嬉しかったです。白川村民

で良かったと思うと共に誇りに思います。」 

コロナにより、会えない、話せない、触れ合えない、といった日々が続くなか、人との繋がりを大切

にする白川村民は、オンラインであっても心を繋ぐことを大切にした。これは、村の若者（成人式実行

委員会）が“心”で考え実践したからこそ、多くの村民の“心”を動かし新成人の“心”にも届いたの

だと感じる。コロナ禍での成人式開催で地域力再向上と考えていたが、実際は地域力再確認となり、村

民の心底の地域力を実感することができた。 

今後コロナが終息し様々な活動が再開した際は、これまでの既存の行事や活動を見直し、村民の“心”

で動く地域力を活かせる活動を行いたいと強く感じる。 


